
平成２６年９月４日（木） 第１２０６号 

総合防災訓練を実施しました 
～震災発生時の迅速・適切な対応のために～ 

▲災害対策支部に職員が集まり 
被災状況の情報伝達・情報共有など 

初動対応について確認しました 

 東日本大震災の経験を踏まえ、震災発生時における被災状況の迅速かつ的確な伝達及び
情報共有など初動対応を確認し、いざという時の備えに万全を期すために、平成２６年９
月１日（月）に三陸国道事務所で総合防災訓練を行いました。 
 
 午前９時４０分に日本海沖を震源とする地震が発生し、東北管内全ての地域で震度６弱
の揺れを観測したと想定して訓練を行いました。 
 
 速やかに事務所２階に災害対策支部を設置、事務所管内４出張所からは国道４５号をパ
トロールした結果の報告がリアルタイムに入り、被害報告を受けると、ＣＣＴＶカメラで
被災箇所をズームアップし映像で確認し、被災箇所の応急復旧計画検討や通行規制箇所の
迂回路の設定等の訓練を行いました。 
 
  今回の防災訓練を踏まえて、災害の発生時には速やかな情報収集と情報提供を行うと
ともに、被災箇所の応急復旧を行い、早期の通行を確保する等、地域の皆様の安全・安心
に努めてまいります。 
 

▲各出張所からのパトロール報告を 
ホワイトボードで整理し 

応急復旧や迂回路設定の協議を行いました   
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